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学校だより

第106号

【 校務分掌の主任 】
総務部長 …今田寿夫

教務部長 …藤原泰樹

生徒指導部長 …松林 宏

進路指導部長 …験馬敦史

保健部長 …田中稔子

図書・人権・

同和教育部長 …森脇孝子

１年学年主任 …多田昌導

２年学年主任 …仲西邦弘

３年学年主任 …石橋一美

校 長 … 恩田佳雄

教 頭 … 高橋尚彦

事務長 … 大塚 昭

WELCOME

雲南市内外17中学校から入学
県外からも３名

雲南市40,415人
(平成28年2月末現在)

第１学年 第２学年 第３学年

１組 ２組 ３組 ４組 ５組 １組 ２組 ３組 ４組 １組 ２組 ３組 ４組 ５組

正担任
多田

（英）

柿永

（数）

川谷

（英）

登城

（国）

岡田

（公）

細木

（体）

持田

（数）

仲西

（英）

山崎

（数）

周藤友

（家）

馬庭

（日）

油布

（数）

森脇 崇

（化）

石橋

（数）

副担任
高尾

（数）
周藤 豊

（美）
野々村
（体）

岩井
（数）

角田
（数）

林 奈

（国）
長岡

（地）
片山

（生）
田中

（英）
森脇孝

（国）
今田
（英）

佐々岡
（英）

験馬
（数）

狩野
（日）

学年付
藤原 松林 宇山 中曽 マイア

（生）（体）（音）（実習）（ALT）
熱田 花岡 品川 曽田 安食

（世）（物）（国）（実習）（養）

林 伸 須田 和田 児島 安部
（世）（国）（体）（英）（商）

１年→本来は4学級を5学級に

平成27年度1年生(新２年生)の出席率

昨年度の１年生、２年生ともに全員

が全科目を履修し、全員が進級しました。

出席不足による授業補充を必要とする生徒が

皆無という状況は、昨今の高校では極めて珍

しいことです。それを可能としたのが良好な

出席率でした。1年生が99.5％、2年生が98.8

％で、１か年皆勤者は1年生が136名中60名、

2年生が141名中51名でした。

５学級少人数指導の成果が
この数字にもつながったか？

斐伊川土手の満開の桜に迎えられて、トロッコ列車奥出雲おろち号の今シーズン一番列車がＪＲ木次駅を出発(４／２)

総合学科13期131名

― 平成28年度入学式 ―本日

昨日の着任式・始業式に続き、本日は午前10時半から入学式を挙

行し、新入生１３１名が三高に仲間入りします。昨年度に続いて募

集定員は１６０名（４学級）で、教員も昨年から継続的に減員が続

きますが、総合学科としての少人数教育の実をあげるため、今年度

も１年生は以前と同じく５学級体制を維持することとしました。

しかし、１・２年生ともに本来の４学級を５学級にすることは物

理的に困難なため、高校生活を軌道に乗せるための１年次に、より

きめ細かい指導が可能となる少人数の５学級とし、今年度の２年生

は本来の４学級体制とさせていただきます。２年生は１学級減とな

りますが、習熟度別授業のほか学年を追って選択授業も増えること

で、学級減の影響が出ないように努めてまいります。ご理解いただ

きますよう、お願い申し上げます。



Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
「
あ
さ
が
来
た
」

が
最
終
回
を
迎
え
た
。
放
送
時
間
帯

は
学
校
に
い
る
た
め
、
番
組
を
見
る

機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
日

本
史
の
教
科
書
に
も
登
場
す
る
五
代

友
厚
を
演
じ
た
デ
ィ
ー
ン
・
フ
ジ
オ

カ
が
人
気
を
得
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
が
歌
う

主
題
歌
「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」

が
大
ヒ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
ド
ラ
マ
を

見
て
い
な
い
者
に
と
っ
て
も
気
に
な

る
ビ
ッ
ク
リ
ポ
ン
な
番
組
だ
っ
た
▼

古
川
智
映
子
さ
ん
は
今
か
ら
30
年
近

く
前
、
女
性
を
主
人
公
に
し
た
小
説

を
書
き
た
い
と
題
材
を
探
す
中
、
日

本
初
の
女
性
辞
典
『
大
日
本
女
性
人

名
辞
書
』
の
中
で
は
じ
め
て
広
岡
浅

子
の
名
を
目
に
し
た
。
わ
ず
か
14
行

の
紹
介
文
だ
っ
た
が
、
そ
の
中
の

「
ピ
ス
ト
ル
を
携
行
」
の
一
文
に
惹

か
れ
て
広
岡
浅
子
に
つ
い
て
調
査
を

開
始
。
５
年
後
に
デ
ビ
ュ
ー
作
『
小

説

土
佐
堀
川

女
性
実
業
家
・
広
岡

浅
子
の
生
涯
』
に
つ
な
が
っ
た
。
四

半
世
紀
を
経
て
、
こ
の
小
説
を
原
案

と
す
る
朝
ド
ラ
「
あ
さ
が
来
た
」
が

大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
▼
何
が
き
っ
か

け
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
一
つ
と

は
限
ら
な
い
が
、
き
っ
か
け
を
摑
む

こ
と
に
よ
っ
て
人
生
を
豊
か
に
も
で

き
る
。
古
川
さ
ん
は
「
ピ
ス
ト
ル
を

携
行
」
の
一
文
を
き
っ
か
け
に
人
生

を
切
り
拓
き
、
執
筆
活
動
で
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
入
生

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
夢
の
実
現
に

つ
な
が
る
き
っ
か
け
が
何
だ
っ
た
の

か
、
３
年
後
、
10
年
後
に
聞
い
て
み

た
い
。

（
編
集
長
記
）
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ＡＥＤ
設置3箇所

・野球部室

・体育館入口の外

・職員玄関の外

※飲料自販機⇒生徒昇降口

※パン自販機⇒体育館前

※公衆電話 ⇒職員室前

⇒体育館前

ひら さんこう

「
産
業
社
会
と
人
間
（
略
称
「
産
社
」
）
」

は
、
全
国
約
３
５
０
校
の
総
合
学
科
で
入

学
年
次
に
履
修
す
る
科
目
で
す
が
、
実
際

の
授
業
内
容
は
学
校
ご
と
に
全
く
異
な
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
総
合
学
科
１
年
次

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
「
地
域
産
業
研
究
」
を
柱
と
し
て
展
開
し
、
週
２
時
間
の

「
産
業
社
会
と
人
間
」
で
仕
事
調
べ
や
、
自
分
の
進
路
目
標
に
関
連
し
た
雲
南
市

内
の
職
種
別
状
況
調
査
な
ど
に
取
り
組
み
、
秋
に
は
３
日
間
の
「
地
域
産
業
研
究
」

実
習(

事
業
所
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ)

も
実
施
し
ま
す
。

如己愛人

つながろう三高
つながろう雲南

１
年
次
の
「
産
社
」

さ

ん

し
ゃ

玄関前のユリの木

旧制中学以来のシンボル
学校入口の枝垂桜／昭和35年、創

立35周年記念に当時の田部長右衛門

島根県知事から贈られた

三高の木 体育館前のイチョウの木

イチョウの木は雲南市の木

14
行
の
き
っ
か
け
が

道
を
拓
い
た
人
生



※5月14日（土）午後のＰＴＡ総会にご出席を賜ります

ようお願い申し上げます。生徒の皆さんは登校日です。

保護者の皆様へ

お願いします
年度初めにアドレス再登録を

PTA総会

平成28年度１学期中間試験までの行事予定

行事の名称等は一部略記させていただきます。

午後

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
大
雪
・
大
雨
等
に
よ
る
緊
急
の
連

絡
を
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
メ
ー
ル
を
使
っ
て
学
校
か
ら
生
徒
、

保
護
者
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
も
の
で

す
。メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
・
利
用
方

法
に
つ
い
て
は
、
別
途
配
布
し
ま
す
保

護
者
宛
て
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。(

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
便
り
は
学
校
関
係
者

以
外
の
不
特
定
多
数
の
方
も
閲
覧
可
能

な
た
め
、
登
録
・
利
用
方
法
を
掲
載
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
か
ら
の

文
書
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、
不
明
な
点

に
つ
い
て
は
高
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。)

登
録
さ
れ
た
ア
ド
レ
ス
は
個
人
情
報

と
し
て
管
理
し
、
学
校
か
ら
の
メ
ー
ル

配
信
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
登
録

は
任
意
で
あ
り
、
強
制
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
来
る
だ
け
多
く
の

皆
様
の
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
別
途
文
書
で
ご
案
内
し
ま
す
『
三
高
メ
ー

ル
』
へ
の
登
録
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
業
者
の
助
言
も
あ

り
自
動
更
新
は
し
ま
せ
ん
。
昨
年
す
で
に
登
録
さ
れ
た
皆
様
も
、

再
度
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

緊急連絡用の『三高メール』

日 曜 学校行事等 部活の大会等開催日

８ 金
着任式 始業式 大会報告会
大掃除 入学式準備

９ 土 入学式 対面式 入寮式

１０ 日 筝曲

１１ 月 4/9の代休日

１２ 火

新入生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 部活動紹介
1年人権に関する意識調査
1年ｸﾗｽ写真 課題テスト(全学年)
前期生徒会役員選挙告示

１３ 水 6限授業 内科検診(1年2ｸﾗｽ) バレー

１４ 木 尿検査 ＳＣ

１５ 金 内科検診(1年3ｸﾗｽ)

１６ 土 バスケ テニス

１７ 日 陸上

１８ 月 自転車点検

１９ 火
前期生徒会役員立会演説会・選挙
1年心電図・血液検査

身だしなみ指導

２０ 水 1年ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ(三瓶、～22)

２１ 木 2年・3年遠足

２２ 金 野球

２３ 土 剣道・柔道・陸上

２４ 日 ソフト・バスケ

２５ 月 ＳＣ

２６ 火
PTA第1回進路指導委員会
内科検診(2年2ｸﾗｽ)

２７ 水
1年結核検診 第1回PTA評議員会
3年進研記述模試
3年就職・公務員模試

２８ 木 野球・テニス

２９ 金 昭和の日 卓球

３０ 土

日 曜 学校行事等 部活の大会等開催日

１ 日

２ 月 閉寮

３ 火 憲法記念日

４ 水 みどりの日 野球

５ 木 こどもの日 開寮

６ 金 試験発表

７ 土 陸上

８ 日

９ 月

１０ 火

１１ 水 6限授業 尿検査②

１２ 木 5/14の代休日 学校開放

１３ 金 中間試験1日目(1年は午前中授業)

１４ 土
中間試験2日目 PTA総会 3年保護者講演会 ソフト
PTA生活指導委員会 兼 人権・同和教育推進委員会

１５ 日 学校開放

１６ 月 中間試験3日目

１７ 火 中間試験最終日

年間行事予定表について

配布しました年間行事予定表（生徒用Ａ３判片面）

は、現段階での予定です。変更となる場合もあります

のでご注意ください。ほぼ毎月発行の本紙でも、左の

ように最新の月別行事予定を掲載しますのでご確認く

ださい。月別行事予定表に示した部活の大会日の前後

に、遠方の場合には移動日（公欠扱い）が含まれるこ

ともあります。

また、本紙の月別行事予定表の中でスクールカウン

セラーの来校日を「ＳＣ」と略記しますのでご承知お

きください。

※関連して、新役員の皆様には以下の諸会合へ参加もお

願い申し上げます（行事予定表にも掲載）。

■4月26日(火) PTA第1回進路指導委員会

■4月27日(水) PTA第1回評議員会

■5月14日(土) PTA総会 PTA第1回生活指導委員会

兼人権・同和教育推進委員会

（３）第106号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）4月9日(土)



標
記
事
業
は
平
成
25
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
の
３
年
間
、
県
教
委
の
指
定
を

受
け
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

初
年
度
は
「
高
校
を
拠
点
に
小
中
高

と
地
域
が
連
携
し
た
『
地
域
ぐ
る
み
で

人
材
を
育
て
る
』
キ
ャ
リ
ア
教
育
モ
デ

ル
の
創
出
」
を
事
業
目
的
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
２
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

「
小
・
中
学
校
と
高
等
学
校
の
学
校
間

及
び
学
校
・
地
域
間
の
連
携
を
強
化
し
、

『
地
域
ぐ
る
み
で
人
材
を
育
て
る
』
キ
ャ

リ
ア
教
育
モ
デ
ル
の
創
出
」
と
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
校
主

導
で
は
な
く
、
地
域
つ
ま
り
雲
南
市
が

主
体
と
な
っ
て
各
種
事
業
を
企
画
・
展

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
校
は
平
成
16
年
の
総
合
学
科
創
設

以
来
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
に
力
を
入
れ
、

地
域
の
方
々
や
保
護
者
の
皆
様
に
多
大

な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
、
平
成
25

年
は
じ
め
に
は
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
総
合
学
科
卒
業
生
か
ら

も
高
い
評
価
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
な
お
、
学
校
の
取
り
組
み
が

地
域
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
か
、
理
解
さ

れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
情

報
発
信
・
交
流
に
改
善
の
余
地
を
残
し
、

「
県
立
の
学
校
だ
か
ら
市
町
村
と
は
…
」

と
い
う
消
極
的
な
声
も
な
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
２
年
目
と
な
っ
た
平
成
26

年
度
は
雲
南
市
教
育
委
員
会
を
事
務
局

と
し
て
新
た
な
取
り
組
み
が
多
く
行
わ

れ
、
本
校
の
地
域
で
の
位
置
づ
け
も
明

瞭
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が

「
自
分
を
つ
く
る
楽
校
」
で
す
。
参
加

し
た
生
徒
た
ち
は
「
自
分
ら
し
さ
」
や

「
価
値
観
」
「
将
来
」
に
つ
い
て
多
く

の
刺
激
を
受
け
、
こ
の
地
域
で
育
つ
若

者
と
し
て
の
人
間
的
成
長
を
自
分
自
身

で
も
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

本
校
の
目
指
す
生
徒
像
と
し
て
「
社

会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
生
徒
」
を
加

え
、
地
域
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
目
を
向

け
、
「
地
域
の
強
み
」
の
再
発
見
と

「
地
域
課
題
」
の
解
決
と
い
う
目
標
の

下
に
、
各
種
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
再
構

築
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
も
よ
り
強
固
に
な
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
幼
児
期
か
ら
高
校
期
を
貫
く

キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
も

進
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
分
と
地
域
・
ふ
る

さ
と
と
の
つ
な
が
り
を
深
く
感
じ
、
ふ

る
さ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
社
会
貢
献
で

き
る
人
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
で
つ
な
ぐ
キ
ャ
リ
ア
教
育
モ
デ
ル
事
業
（
県
教
委
指
定
）
実
践
校

―平成25～27年度の3年間の指定が終了しました―

2年生が課題研究の成果を発表したポスターセッション
（3/15、本校体育館）

予
告

今秋、総合学科の全国大会を島根で開催します！

10月27日(木) 三刀屋高校 松江農林高校

28日(金) くにびきメッセ（松江市）

自分をつくる楽校

三高キャリア教育

雲南市外の中学校から入学してきた

皆さんのために紹介します
2012年4月、東京在住の若手社会人を中心

に「アラーレ」が結成されました。一足先

に社会に出た様々な業界業種で働く彼等が

全国の中学・高校生を対象に出張授業をは

じめました。

平成２６年６月に雲南市でスタートした

月一回土曜日開催の「自分をつくる楽校」

にも、毎回アラーレの皆さんが東京から駆

け付け、中高生に仕事や社会の多様性を伝

え、自分らしい生き方を見つけるきっかけ

作りの場を提供しています。

「アラーレ」は自分たちの生き様や価値観を互
いに自由に発信し合える場を作ろうと、哲学者
ハンナ・アーレントが提唱した「現れの場」と

いう概念になぞらえて立ち上がった団体です。

3月25日夕方出発
3月29日 朝帰着

地域やコミュニティの課題

解決に取り組む「マイプロジェ

クト」に挑戦してきた高校生

が全国から集まって発表しま

した。三刀屋高校からもこの

大会にエントリーした生徒が

いました（残念ながら地方大

会で敗退）。本校からは昨年

の４名を上回る８名が参加し、

雲南市教育委員会の皆様に引

率していただきました。

仮想の世界ではなく現実世界の中

で課題を見つけ、主体的に考え、そ

して行動する頼もしい高校生が全国

で、そして三高でも増えています。

新たな気付きを拡げること自体にも

逞しさを感じます。

の学びを経て

本
校
か
ら
は
８
名
が
出
席

大東高校の皆さんもいっしょです↑

2016年（平成28年）4月9日(土) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第106号（４）

▼
編
集
長
か
ら
の
提
言

日
常
的
に
マ
ス
ク
を
す
る
皆
さ
ん
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
公
的
な
場
、

例
え
ば
各
種
発
表
会
等
で
マ
ス
ク
着
用

の
ま
ま
発
言
す
る
姿
に
、
や
や
抵
抗
感

を
感
じ
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
発
表
、
発

言
が
聞
き
づ
ら
く
も
あ
り
、
残
念
で
す
。

人
前
で
の
発
表
の
際
に
は
、
マ
ス
ク
無

し
で
臨
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

東京スタディーツアー



■島根県育英会高等学校奨学資金
高等学校（特別支援学校の高等部本科含む）・高等専門学

校・専修学校高等課程に在学する県内出身生徒を対象とした

制度です。母子・寡婦福祉資金等との併用はできません。申

し込みは学校を通じて行います。後日、希望生徒を対象に説

明会を実施します。（全学年対象。新入生で予約済みの皆さ

んは除きます。）

●募集期間（後日ご案内しますが、4月下旬までの予定です)

●貸与額（無利子）

国公立 自宅通学 …18,000円／月

自宅外通学…23,000円／月

私立 説明省略

■高校生総合保障制度（任意加入）
2、3年生の皆さんの中にも契約内容や、加入し

ていること自体を忘れている人はいませんか？
島根県高等学校ＰＴＡ連合会(高Ｐ連)が推薦する制度です

が、あくまでも加入は任意です。また、加入後の保険金支払

請求は加入者個人の責任で行っていただきます。未請求のま

まであることを学校が通知することはありませんのでご注意

ください。（制度に加入していることを忘れて、支払請求を

忘れている方はいらっしゃいませんか。過去2年まで遡って請

求できます。高校卒業後の請求も可能です。）

このコーナーの内容
についてのお問い合わ
せは、総務部までお願
いします。

※ 傷害や賠償等メインの補償は学校の内外を問わず、24時

間補償です。学校管理下外の事故も補償の対象となります。

また、独立行政法人日本スポーツ振興センターの補償（授業

中や部活の怪我などで、保健室を通じて申請）と重複してお

支払いできます。

新入生に贈る

４月号定番メニュー

高校の部活動の大会

■文化系〕
高等学校文化連盟（高文連）に加盟の文

化部はコンクール・大会のあり方はさまざ

まですが、体育系のインターハイに相当す

るものとして全国高等学校総合文化祭（高総文祭）

が原則8月上旬に開催されます。平成19年には島

根県内を会場に第31回大会を開催し、全国から2

万人の高校生が参加しました。40回目となる今年

は広島県で開催されます。

■体育系〕

高等学校体育連盟（高体連）加盟の体

育部は競技によって若干異なりますが、

おおむね4月には「中国大会県予選」、5

月末から6月初めにかけては県大会のメインイベ

ントと言える「島根県高校総合体育大会」が開催

され、団体・個人優勝者等は夏の全国高等学校総

合体育大会＝インターハイに出場します（陸上競

技等は、県総体後の中国大会の結果によって全国

総体出場権を獲得）。秋から冬にかけては国体、

新人戦、そして全国選抜大会出場をかけた県また

は中国地区予選等が展開されます。

高体連とは別組織の高野連に加盟する野球部は、

4月に春の中国大会につながる県予選、7月には夏

の甲子園大会につながる県予選、秋には、年度末

に開催される全国選抜大会につながる県・中国地

区予選が繰り広げられます。

※週明け12日(火)の新入生オリエンテーショ

ンに合わせて、部活動紹介を行います。

（５）第106号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）4月9日(土)

平成27年度合格状況(延人数)

主な合格先(過年度卒含む)
■国公立大学

山梨大、島根大(看護1,教育1,法文5,総合理工3)、広島大、岡山大、香川大、

山口大、高知大、熊本大、兵庫県立大(3)、島根県立大(総合政策1、看護1)、

鳥取環境大（4）、福山市大、尾道市立大(2)

■私立大学

中央大、明治大、多摩美術大、関西大、同志社大、立命館大、京都橘大、

京都女子大、甲南大、武庫川女子大、近畿大、畿央大、神戸学院大、鳥取看護大、

美作大、環太平洋大、岡山理科大、くらしき作陽大、福山大、比治山大、

広島経済大、広島修道大、広島工業大、広島国際大、安田女子大、広島文教女子大、

徳島文理大、四国大、九州産業大 他

■公私立短大

大月短大、三重短大、青山学院女子短大、関西外国語短大、武庫川女子短大、

島根県立大短大部(保育1,総合文化3,栄養1)、新見公立短大、川崎医療短大、

鳥取短大、環太平洋短大、山陽女子短大、比治山大学短大部、美作短大、

安田女子短大、山口短大 他

■看護専門学校

津山中央看護専門学校、旭川荘厚生看護専門学校、出雲医療看護専門学校、

松江総合医療専門学校 他

■上記以外の医療系専門学校

松江総合医療専門学校、出雲医療看護専門学校、神戸医療福祉専門学校、

島根リハビリテーション学院、トリニティ・カレッジ出雲医療福祉専門学校 他

■医療系以外の専門学校

穴吹調理専門学校、大阪ビジネスカレッジ専門学校、神戸製菓専門学校、

松江栄養調理製菓専門学校、松江総合ビジネスカレッジ 他

■就職（県内分）

ベッセル島根、イマックス、ＡＬＳＯＫ山陰、山陰パナソニック、ネスター、丸三、

デルタ・シー・アンド・エス、島根県農業協同組合雲南地区本部、飯石森林組合、

城西ボデーサービス、日本アライアンス、島根イーグル、出雲村田製作所、

ヤマモト、日本郵便中国支社、島根県農業協同組合雲南地区本部、日登工業、

ダイハツメタル出雲工場、ホシザキ電機島根工場、丸八ポンプ製作所 他

■公務員

松江市消防署、自衛隊(3)

国公立
大学

私立
大学

公立
短大

私立
短大

医療系
専門

各種
専門

補習科
等

民間
就職

公務員 合計

現役 26 79 13 14 16 8 1 27 4 187

過卒 4 1 0 0 0 0 0 0 0 5

合計 30 80 13 14 16 8 1 27 4 192

合
格
体
験
を
語
る
会

３
学
期
終
業
式
当

日
、
今
春
の
卒
業
生

７
名
が
２
年
生
を
対

象
に
、
失
敗
談
も
交

え
な
が
ら
受
験
に
向

け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

写
真
は
松
江
市
消
防

署
に
合
格
し
た
佐
藤

平
さ
ん
（
総
合
学
科

棟
大
講
義
室
で
）
。

文
武
両
道



３
月
下
旬
に
５
泊

６
日
の
日
程
で
山
梨

県
山
中
湖
村
で
開
催

さ
れ
た
標
記
研
修
会

に
、
本
校
の
板
持
乃
野
可
さ
ん

（
新
３
年
）
が
島
根
県
代
表
と
し

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
34
回
全
国
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

地
元
青
陵
高
に
圧
勝
し
て

16

【
男
子
】
２
回
戦
か
ら
登
場
の
三

刀
屋
の
対
戦
相
手
は
、
地
元
静
岡

の
声
援
を
受
け
る
青
陵
高
校
。
三

刀
屋
は
初
回
、
伊
藤
の
タ
イ
ム
リ
ー

や
藤
原
の
ツ
ー
ベ
ー
ス
な
ど
で
３

点
を
先
制
す
る
と
、
続
く
２
回
に

は
陶
山
の
ス
リ
ー
ベ
ー
ス
な
ど
で

２
点
を
奪
っ
て
試
合
を
優
位
に
進

め
た
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
14
安
打

１
失
策
と
攻
守
が
噛
み
合
っ
て
の

初
戦
突
破
と
な
っ
た
。

準
々
決
勝
進
出
を
か
け
た
翌
日

の
対
東
温
高
校
戦
で
も
２
回
に
３

塁
打
の
伊
藤
が
好
走
塁
で
ホ
ー
ム

を
踏
ん
で
先
制
し
た
が
、
直
後
に

逆
転
を
許
し
た
後
は
ラ
ン
ナ
ー
を

男
子

静
岡
市

女
子

成
田
市

少
林
寺
拳
法

香
川
県
の
善
通
寺
市
で
開
催

さ
れ
た
全
国
選
抜
大
会
に
、
門

脇
宥
紀
菜
さ
ん
（
新
３
年
）
が

島
根
県
代
表
と
し
て
２
年
連
続

の
出
場
を
果
た
し
た
。
女
子
自

由
単
独
演
武
（
写
真
）
で
の
決

勝
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

出
場
が
予
想
さ
れ
る
最
後
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
有
終
の
美
を

期
待
し
た
い
。

第
19
回
全
国
高
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会

（
３
／
26
、
善
通
寺
市
）

＜女子１回戦＞3月20日

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 計

三刀屋 0 0 1 0 0 1

星野(埼玉) 6 1 0 3 × 10

＜男子２回戦＞3月22日

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 計

星陵(静岡) 0 1 0 0 0 0 1

三刀屋 3 2 0 0 0 3× 8

パ
ソ
コ
ン
同
好
会

昨
年
に
続
き

岡
山
で
招
待
公
演

演
劇
部
は
３
学
期
終
業
式
前

の
週
末
、
岡
山
県
久
米
南
町
の

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

（
３
／
19
～
20
）

Ｊ
Ｒ
Ｃ

美

術

山
陰
二
紀
研
究
会
展

男 子
2回戦

出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
エ
イ
ト
入

り
は
な
ら
な
か
っ
た
。
２
試
合
で

失
策
１
と
、
守
り
の
安
定
感
は
大

き
な
自
信
と
な
っ
た
。

【
女
子
】
三
刀
屋
は
３
回
、
田
島

の
中
越
え
タ
イ
ム
リ
ー
二
塁
打
で

１
点
を
奪
っ
た
が
、
相
手
強
力
打

線
の
猛
攻
の
前
に
初
戦
突
破
は
な

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
試
合
ノ
ー
エ

ラ
ー
の
堅
い
守
り
を
武
器
に
、
次

は
春
の
中
国
大
会
で
の
上
位
進
出

を
目
指
し
た
い
。

＜準々決勝＞
◇ファイナル谷村 ◇三刀屋高校 周藤匠
１Ｒ： ７２点 １Ｒ： ６４点
２Ｒ： ２点 ２Ｒ：１７３点
合計： ７４点 合計：２３７点 堂

々
の
ベ
ス
ト
４

３
月
26
日
に
松
江
市
の
く
に
び
き

メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
決
勝
大
会
に

進
出
し
た
「
三
刀
屋
高
校
周
藤
匠

（
１
年
）
」
の
初
戦
準
々
決
勝
の
相

手
は
、
１
回
戦
で
「
浜
商
情
報
処
理

３
年
」
を
撃
破
し
て
勢
い
に
乗
る

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
谷
村
（
山
梨
県
）
」
。

前
半
は
リ
ー
ド
を
許
し
た
も
の
の
、

後
半
で
は
完
封
に
近
い
逆
転
勝
利
で

準
決
勝
へ
進
出
。
残
念
な
が
ら
、
今

大
会
優
勝
の
松
江
高
専
情
報
工
学
科

の
３
年
生
に
は
敗
れ
た
が
、
堂
々
の

ベ
ス
ト
４
入
り
を
果
た
し
た
。

スモウルビー・プログラミング甲子園

た
岡
山
県
高
校
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
岡
山
県
高
校
演
劇
協
議
会

主
催
）
に
出
演
し
た
。

岡
山
県
内
の
高
校
12
校
が
参
加

す
る
イ
ベ
ン
ト
に
３
年
連
続
で
招

待
さ
れ
た
も
の
で
、
三
刀
屋
高
校

は
雲
南
市
民
演
劇
か
ら
生
ま
れ
た

『T
A
K
A
S
H
I

』
を
上
演
し
た
。
雲

南
市
出
身
の
永
井
隆
博
士
の
人
生

と
平
和
へ
の
思
い
を
伝
え
る
こ
の

作
品
は
何
度
か
上
演
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
や
や
演

出
の
異
な
る
『TA

KA
SHI

』
と
な
っ

た
。
観
客
を
意
識
し
て
そ
の
都
度

脚
本
・
演
出
に
手
を
加
え
な
が
ら

『T
A
K
A
S
H
I

』
を
発
信
し
続
け
る

演
劇
部
の
活
動
を
、
こ
れ
か
ら
も

注
目
し
た
い
。

演
劇

第
55
回
青
少
年
赤
十
字
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー

て
参
加
し
た
。
青
少
年
赤
十
字
ス

タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
各
都
道
府

県
の
青
少
年
赤
十
字
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）

活
動
の
中
心
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
全

国
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
、
今
年
も
全

国
か
ら
約
70
名
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
員
が

参
加
し
た
。

板
持
さ
ん
は
県
内
の
リ
ー
ダ
ー

研
修
に
２
年
連
続
参
加
し
、
日
頃

の
活
動
実
績
が
評
価
さ
れ
、
県
代

表
１
名
に
選
出
さ
れ
て
参
加
と
な
っ

た
。
「
今
後
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
を
具

体
的
に
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
大
変
有
意
義
で
し
た
。
考
え
る

だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
新
学
期
か
ら

で
き
る
こ
と
を
実
践
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
と
感
想
を
語
っ
て
く

れ
た
。

絵
画
・
彫
刻
の
二
部
門
か
ら
な

る
美
術
団
体
／
二
紀
会
の
山
陰
支

部
美
術
展
に
、
三
刀
屋
・
大
社
・

大
田
・
浜
田
・
益
田
東
の
５
校
美

術
部
員
有
志
も
力
作
を
寄
せ
た
。

新
人
作
家
の
参
加
を
歓
迎
す
る
二

紀
会
な
ら
で
は
の
美
術
展
と
い
え

る
。
本
校
か
ら
は
高
野
寛
子
さ
ん

（
新
３
年
）
と
森
脇
咲
子
さ
ん

（
今
春
卒
）
の
作
品
が
並
ん
だ
。

（
３
／
23
～
27

島
根
県
立
美
術
館
）

手前は森脇咲子さんの彫刻作品
『月光船』第69回二紀展全国入選

岡
山
県
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2016年（平成28年）4月9日(土) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第106号（６）

＜男子３回戦＞3月23日

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 計

三刀屋 0 1 0 0 0 0 0 1
東温(愛媛) 0 4 1 0 0 0 0 5

ベスト



作
品
を
部
員
全
員
で
制
作
し
た
。

Ｊ
Ｒ
木
次
駅
前
の
路
上
に
置
く
と
、

そ
の
上
を
柔
ら
か
い
感
触
を
確
か

め
る
よ
う
に
子
ど

も
た
ち
が
歩
き
回
っ

て
楽
し
ん
で
い
た
。

シリーズ 第20回

コラボで繋ぐ

雲南市桜まつりのメインイベントが開催された今月２日

(土)、３日(日)の両日はＪＲ木次駅前から商店街にかけて多

彩なプログラムが準備され、本校生徒も発表やボランティア

に多数が参加して地域のビッグイベントを盛り上げた。
吹
奏
楽

コ
ラ
ボ
で
躍
動
!!

の
文
化
部

美

術

協
働
・
共
演
・
交
流

2016

（
３
／
20
、
雲
南
市
加
茂
文
化
ホ
ー
ル
／
ラ
メ
ー
ル
）

一
方
、
演
劇
部
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
場
づ
く
り
部
門
の
演
劇

に
協
力
。
昨
年
の
３
６
５
日
公

演
で
お
馴
染
み
と
な
っ
た
劇
団

ハ
タ
チ
族
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

木
次
商
店
街
の
古
民
家
を
利
用

し
て
演
劇
ス
タ
イ
ル
の
交
流
の

場
を
創
出
。
２
日
（
土
）
は
劇

団
の
西
藤
将
人
さ
ん
ら
と
一
緒

に
『
貧
ち
ゃ
ん
の
、
お
悩
み
人

生
相
談
室
』
を
楽
し
み
な
が
ら

演
出
し
た
。

今
月
２
日
、
Ｊ
Ｒ
木
次
駅
前
の

桜
ま
つ
り
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
満

開
の
桜
と
笑
顔
が
コ
ラ
ボ
し
て
、

吹
奏
楽
部
が
観
客
を
魅
了
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
た
。

今
年
は
花
咲
か
爺
さ
ん
の
ほ
か

三
太
郎
（
金
太
郎
・
浦
島
太
郎
・

桃
太
郎
）
も
総
動
員
し
て
役
者
ぶ

（７）第106号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）4月9日(土)

地域とともに

文

芸

筝

曲

Ｊ
Ｒ
Ｃ

つ な

第
25
回
定
期
演
奏
会

放

送

三
刀
屋
高
校
文
化
部
合
同
展

＆
近
隣
中
学
校
合
同
作
品
展

り
を
発
揮
し
て
く
れ
た
。

準
備
は
大
変
だ
ろ
う
が
、
今
年

度
も
学
校
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
た
い
。

美

術

書

道

吹
奏
楽

若
者
世
代
が
コ
ラ
ボ
し
て
雲

南
市
桜
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
運
営
に
携
わ
る
の
が
「
雲

南
若
チ
ャ
レP

r
o
j
e
c
t

」
。
そ

の
四
つ
の
部
門
の
う
ち
、
ア
ー

ト
部
門
に
は
本
校
美
術
部
員
も

参
加
し
、
古
布
を
丸
め
て
台
座
に

張
り
付
け
、
春
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

※好天の下で満開となった桜と三高吹奏楽部（ＪＲ木次駅前）。右側

後方は、先月オープンした商業施設「マルシェリーズ」。

演

劇

年
度
末
か
ら
年
度
初
め
に
か
け

て
は
教
職
員
の
人
事
異
動
も
あ
っ

て
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
苦
労

が
多
い
が
、
各
部
は
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー(

お
も
て
な
し
の
心)
を
大

切
に
、
コ
ラ
ボ
し
な
が
ら
三
高
と

地
域
を
元
気
づ
け
る
活
動
で
来
場

者
を
魅
了
し
た
。

三
高
に
春
本
番
を
呼
ぶ
恒
例

の
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
が
３

月
20
日
、
雲
南
市
加
茂
町
の
ラ

メ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
25
回

目
を
迎
え
た
今
年
は
、
テ
ー
マ

の
「
繋
ぐ
」
に
こ
だ
わ
っ
た
選

曲
や
趣
向
を
凝
ら
し
、
筝
曲
部

が
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
ほ
か
、
定

演
第
一
回
当
時
の
Ｏ
Ｇ
の
声
を

聴
く
こ
と
も
で
き
た
。
多
く
の

卒
業
生
に
も
支
え
ら
れ
、
伝
統

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
進
化
す
る
三

高
サ
ウ
ン
ド
が
頼
も
し
い
。

吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会
開
催

に
あ
わ
せ
て
、
同
じ
会
場
の
ラ
メ
ー

ル
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
は
、
今
年

で
18
回
目
と
な
る
文
化
部
合
同
展

を
開
催
し
、
今
年
も
市
内
近
隣
中

学
校
の
美
術
作
品
も
展
示
さ
れ
て

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

ま
た
、
会
場
入
り
口
で
は
Ｊ
Ｒ

Ｃ
が
ク
ッ
キ
ー
を
販
売
し
、
売
上

金
を
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の

義
援
金
と
し
た
。

写

真

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※ 島根県東部の全市町

と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

雲
南
若
チ
ャ
レProject

高
校
生×

大
学
生×

社
会
人

吹奏楽部のステージの

合間には、今夏さくらお

ろち湖(尾原ダム湖)での

インターハイ／ボート競
技の開催をＰＲした。

↑毎年、卒業生との繋がりも大切にするステージ



▼
高
橋
尚
彦

①
教
頭

理
科
（
生
物
）

②
前
任
地

隠
岐
高
校

③
出
身
地

出
雲
市

④
趣
味

ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
温
泉

▼
熱
田
美
智
子

①
地
歴
公
民
（
世
）

②
前
任
地

出
雲
工
業
高
校

③
出
身
地

出
雲
市

④
趣
味

旅
行
・
山
歩
き

新
入
生
の
保
護
者
の
皆
様
、
お

子
様
の
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
学
校
だ
よ
り
『
蒼
雲
』

は
原
則
毎
月
１
回
、
年
長
の

お
子
様
を
通
じ
て
保
護
者
の

皆
様
に
お
届
け
し
ま
す
▼
印

刷
業
者
へ
の
出
稿
か
ら
発
行

ま
で
は
約
１
週
間
を
要
し
ま

す
。
今
号
は
４
月
９
日
付
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
記
事
内

容
は
先
週
分
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
▼
紙
幅
の
関
係
で
シ
リ
ー

ズ
「
木
次
線
今
昔
物
語
」
は

お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
▼
今
年
度
も
「
皆
さ
ん

の
活
躍
を
紙
面
に
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
の
柱
と
し
て
発
行
を

続
け
ま
す
。

（
編
集
長
記
）

編
集

後
記

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

▼
馬
庭
寿
美
代

①
地
歴
公
民
（
日
）

②
前
任
地

飯
南
高
校

③
出
身
地

出
雲
市

④
趣
味

旅
行

▼
岩
井
大
輔

①
数
学

②
前
任
地

出
雲
高
校

③
出
身
地

出
雲
市

④
趣
味

弓
道

▼
柿
永
津
代
史

①
数
学

②
前
任
地

松
江
南
高
校

③
出
身
地

松
江
市

④
趣
味

電
気
屋
歩
き

▼
高
尾
祥
平

①
数
学

②
前
任
地

矢
上
高
校

③
出
身
地

雲
南
市

④
趣
味

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▼
安
部
和
美

①
商
業

②
前
任
地

松
江
商
業
高
校

③
出
身
地

出
雲
市

④
趣
味

ド
ラ
イ
ブ
・
ス
キ
ー

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

な
お
、
英
語
科
の
川
谷
毅
教

諭
が
松
江
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の

研
修
を
終
了
し
て
現
場
復
帰
し
、

地
歴
公
民
科
の
長
岡
将
司
講
師

が
新
規
採
用
と
な
り
、
教
諭
と

し
て
引
き
続
き
勤
務
し
ま
す
。

転
出
の
教
職
員
10
名
に
対
し
、

転
入
者
が
少
な
い
の
は
生
徒
募
集

定
員
減
（
学
級
減
）
の
た
め
で
あ

り
、
昨
年
度
か
ら
３
年
間
で
数
名

ず
つ
の
教
員
減
が
続
き
ま
す
。

教科等 氏名 異動先等

教頭 新宮成浩 安来高校

国語 米田大祐 島根県教育庁
教育指導課

地歴公民
土居忠彦 退職

三嶋 広 松江商業高校

数学
大島英生 退職

柿田純子 出雲高校

理科 河野哲典 出雲高校

英語
竹﨑朱美 出雲商業高校

岸本美帆 出雲高校

商業 田中大介 出雲商業高校

平成27年度末人事異動（転出者）
― お世話になりました ―

入
学
シ
ー
ズ
ン
は
、
期
待
と
不

安
を
胸
に
し
た
新
入
生
だ
け
で
な

く
、
上
級
生
や
教
職
員
に
と
っ
て

も
ワ
ク
ワ
ク
感
が
あ
る
も
の
だ
が
、

三
高
の
歴
史
の
中
で
特
別
な
ワ
ク

ワ
ク
感
で
春
を
迎
え
た
年
が
あ
っ

た
。
昭
和
24
年
３
月
に
三
刀
屋
高

校
１
期
生
を
送
っ
て
間
も
な
く
、

大
東
高
等
女
学
校
か
ら
13
名
の
女

子
生
徒
が
新
制
三
刀
屋
高
校
の
２

年
に
転
入
学
し
て
き
た
の
だ
。

女
子
生
徒
を
迎
え
た
男
子
生
徒

の
側
は
、
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
が

実
態
だ
っ
た
よ
う
だ
。
本
校
『
50

年
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
蛮
カ
ラ
が

・

・

・

崩
壊
す
る
」
「
女
子
の
前
で
は
悪

い
こ
と
が
で
き
な
い
」
等
が
理
由

だ
っ
た
よ
う
だ
。
戦
後
直
後
、
ま

だ
ま
だ
そ
ん
な
時
代
だ
っ
た
。

三高92年物語
さ ん こ う

93年目に入りました

第23回 13名の女子生徒

大東高等女学校から転入学

（昭和24年4月）

・

新
任
教
員
を

紹
介
し
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
あ
さ
が
来
た
」

の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
広

岡
浅
子
ら
の
尽
力
で
、
１
９
０
１

年
に
誕
生
し
た
日
本
初
の
女
子
高

等
教
育
機
関
が
現
在
の
日
本
女
子

大
学
。
開
校
間
も
な
い
１
９
０
５

年
に
雲
南
市
出
身
の
女

性
が
入
学
し
、
後
に
昭

和
31
年
か
ら
40
年
春
ま
で
の
長
き

に
わ
た
っ
て
学
長
を
務
め
た
。
雲

南
市
大
東
町
春
殖
出
身
の
上
代
た

の
先
生
だ
。
大
学
卒
業
直
後
か
ら
、

ド
ラ
マ
に
も
登
場
す
る
創
立
者
／

成
瀬
仁
蔵
校
長
を
助
け
て
英
語
雑

誌
「
ラ
イ
フ
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ト
」

の
編
集
に
携
わ
る
な
ど
し
た
。
大

学
と
の
深
い
関
係
の
中
で
戦
前
戦

後
に
わ
た
っ
て
女
子
教
育
、
女
性

の
地
位
向
上
、
平
和
運
動
に
尽
力

し
た
故
郷
の
先
人
を
誇
り
た
い
。

大
東
高
校
に
は
、
先
生
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
「
上
代
文
庫
」
が
あ
る
。

▼
上
代
た
の
先
生
を
ご
存
知
で
す
か
？

３
年
目
で
す

校
長

槇原先生(後列中央)を囲んだ13名

▼
蛮
カ
ラ（

本
校
『
50
年
史
』
よ
り
）

蛮
カ
ラ
と
い
う
風
潮
は
、
旧
制
の

高
等
学
校
か
ら
広
ま
っ
た
特
権
階
級

意
識
だ
っ
た
。
こ
れ
が
形
と
な
っ
て

表
れ
る
の
は
帽
子
に
朴
歯
の
下
駄
と

腰
手
拭
で
あ
る
。
即
ち
弊
衣
破
帽
蓬

頭
で
醤
油
で
煮
し
め
た
よ
う
な
手
拭

を
腰
に
ぶ
ら
さ
げ
朴
歯
の
下
駄
を
鳴

ら
し
て
歩
く
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
粗
衣
粗
食
に
甘
ん
じ
な
が
ら

も
常
に
高
い
理
想
を
抱
く
こ
と
を
語
っ

て
い
る
。
そ
の
彼
等
が
最
も
恐
れ
た

の
は
、
女
性
に
近
づ
く
こ
と
で
あ
る
。

何
故
な
ら
そ
れ
は
堕
落
の
第
一
歩
と

考
え
た
か
ら
だ
。

現
在
の
大
東
高
校
は
戦
前

の
農
学
校
と
女
学
校
を
前
身

と
す
る
。
こ
の
う
ち
昭
和
４

年
に
誕
生
し
た
県
立
大
東
高

等
実
業
女
学
校
は
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
戦
争
勃
発
の
昭
和
16

年
に
県
立
大
東
高
等
女
学
校

（
４
年
制
、
１
学
年
50
名
）

と
改
称
し
終
戦
を
迎
え
た
。

2016年（平成28年）4月9日(土) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第106号（８）

写真右から教科順に紹介します


